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論 文 内 容 要 旨
エ ゾ ノギ シギ シ(RumexobtusifohusL)は ヨー ロッパ原産 の多年生草 本であ り、
わ が国へ は明治時代に牧草 の導入 とともに帰化 した といわれている。そ して今目では人為
的 なか く乱の加 えられる入工草地 ・路傍 ・駐 車場、 あき地 な どに全国的 な規模では びこっ
ている・特に人工草地 にお いて、その刈取 りにたいす る旺盛 な再生 力や1個 体 あた り大量
の種子 を結実 させ ることな どによ り最 も駆除 が因難 な雑草 として防除上間題 にな っている.
これ まで雑草の防除はその完全撲滅 を究極的 な 目標 としてきたが、除草剤 の散布 による
上壌 汚染や人体への直接的 な影響 な ど、 いろいろな弊害 が生 じてい る。 また雑草 は進化 史
的にみ る と、本来河川 の氾濫原 な ど自然 による不規則 な生態系の破壊 が く りかえ され る場
所に生 育 していた もの と考 え られ てお り、常 に人 為的 か く乱 が加 え られ、破壊 が く りか え
され る耕地 は雑草の生育地 と して最適 な場 である。そ の うえ雑草 を耕地 か ら排除 するこ と
を 貝指 し土壊 を反転 した り除草剤 を濫用す るこ とは生態系 の破壊につなが り一層維草の生
育 、繁茂 に適 した環 境 を作 り出す結果 となる。
この矛盾 を解決 し、 よ り効率的 な防除体系 を確立す るためには、雑草個体群 に備わ って
いる個体数の制御機構 を利 用 して作物の生育 に影響 しない程度の密 度に雑草 を制御、管理
す る方法 を追 求す ることが必要 である。 このた めには、雑草個体群 の野外 にお ける個体数
の制御機構 を解明す ることが先決 である。
以上の観点 か ら、本研究 では、人工草地 にお けるエ ゾノギシギ シ個体群管理 体系の確 立
の ため、野外におけるエ ゾノギシギシ個 体群 を対 象 と して第1に 発芽 ・定着 につ いて、第
2に 放 牧地 と採草地 にお ける動態 につい て、第3に 放 牧地 、採草地 、裸地及 び林縁 での動
態の比較 について検討 し、エ ゾノギシギシ個 体群 の個 体数変 化の様相 とそ の変化要因 を解
析 した。
1.発 芽及 び定着 につ いて
エ ゾ ノギシギシの繁殖 は主 として種子 によって行われ る。 また種子 の発芽後、従属栄養
か ら独立栄養段 階への移行時 に、芽生 えは、まわ りの環箋に よって、影響 を うけやす くな
ることが植物一般 に知 られ ている。そ こでエ ゾノギシギシの発芽 ・定着 に とって好適 な環
境 とは人工草地内で、 どのよ うな場所 なのか を明 らか にす るため調査及 び実験 を行 った。
オーチヤー ドグラス(DactylisglomerataL)主 体の採草地内 に、0.5m×50mの
ベル トトランセ ク トを6本 、無作 為に設 け、それぞれ に50cm×50cmの 方形わ くを100個 と
り、わ く内の植生及 び裸地率 を記録 し、同時にそ こに生育 しているエ ゾ ノギシギ シの個体
数 を記録 した。
幼植物 の出現頻度 とそのまわ りの植生及 び裸地率 との関係 をみ ると(Fig.1)、 幼植物 の






































repensL)及 び エ ゾ ノ ギ シ ギ シ 以 外 の 雑 草 の 被 度 百 分 率 が 高 く な る に つ れ て 出 現 頻 度 は
低'ド す る 。 こ の よ う に エ ゾ ノ ギ シ ギ シ の 定 着 に は 裸 地 の 存 在 が 必 要 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。
つ ぎ に 裸 地 内 の 地 表 面 の 状 態 が エ ゾ ノ ギ シ
ギ シ の 発 芽 に 如 何 に 影 響 す る か を検 討 す る た
め 、 オ ー チ ャ ー ドグ ラ ス単 播 の 採 草 地 に 直 径
7.5cm、 高 さ4.5cmの ビ ニ ー ル パ イ プ を地 上 部
が3cmで る よ うに 埋 め こ み 、 そ の 円 筒 内 に 次
の よ う な 処 理 区 を 設 定 し発 芽 実 験 を行 っ た 。
(1)BS区:オ ー チ ャ ー ドグ ラ ス の リ タ ー と表
層2cmの オ ー チ ャ ー ドグ ラ ス の 根 を と り除 い
た 区 。(2)L区:根 を と り除 き リ タ ー の み を残
した 区 。(3)R区:リ タ ー を と り除 き 根 の み を
残 した 区 。(4)B区:3m×3mの 面 積 の裸 地 を
作 り 、 そ こ に 前 述 の ビ ニ ー ル パ イ プ を 埋 め こ
ん だ 区:。
総 発 芽 数 はB区 で 最 も 多 く 、R区 で 最 も少
































存在はエ ゾ ノギシギシ種子の発芽 を抑制す るFi9,2Thelnfユuenceofseedbedon
こ と が 明 ら か と な っ た 。(Fig.2)
以 上 の 結 果 か ら、 エ ゾ ノギ シ ギ シ の 発 芽 ・







牧 草 の リ ター や 根 な ど が 存 在 せ ず 土 壌 表 面 の 露 出 して い る場 所 がLり 好 適 で あ る こ とが わ
か 一・た 。 下able1丁heeffe⊂tofIitter
extractongerminationま た
リ タ ー に よ る 発 芽 抑 制 が リ ター か ら の 浸 出 物 質
TreatmentGerminationRate(%;
に よ る の か 否 か を検 討 す る た め16ワ ッ ト螢 光 灯 連 続 照
Litter86.7+7.6n.s,
射 、25℃ … 定 の イ ン キ ュ ベ ー タ内 で 、20日 間 、 発 芽 試 、Cont,.76 .0+17.g
験 を 行 っ た 。 そ れ に よ る と 、 リ タ ー の 浸 出 液 で 処 理 し
た 区 の 発 芽 率 は 約87%、 対 照 区 は76%で 、 両 者 に 有 意 な 差 は み られ な か っ た(Table1)。
丁able2Thevarianceanalysisofeffectof旦a⊆ 轟 した が つ て リ タ ー に よ
htte「on醜Seedge「minat10nる 発 芽 挿 制 は リ タ ー か















































































とエ ゾ ノギシギ シの種
子 との相対 的位置関係
は局地 的及 び季節的 に














よ り 、 リ ター と種 子 と の 相 対 的 位 置 に よ る 違 い が 顕 著 で あ 一・た(Table2)。 特 に 種 子 が リ
ター の 上 に あ る場 合 に 、 発 芽 数 は 最 も少 い 傾 向 が み られ 、 一 方 、 リ タ ー の 下 に あ る 場 合 に
は リ ター の 量 に 拘 ら ず 対 照 区 よ り も発 芽 数 は 多 か っ た(Fig.3)。
これ ま で リ タ ー は 発 芽 を抑 制 す る1000▲ ＼
とい う考 えが…般 的であ ったが、 こ
こでは種子が リターの下にある場合 、
その発芽が促進 され る可能性 のある
ことが示唆 され た。 、
2.放 牧地 と採草地 における動態
発芽 ・定着後 のエ ゾ ノギシギシ個
体群の動 態 を1980年 秋 か ら!982年 秋
まで2年 間 にわた って放牧地 と採草
地 にお いて個体標識 によ り追跡調査
した 。 生 存 曲線 は枯 死率 一 定 の
DeeveyのII型 で近似 できhalfhfe
(個体数 が半減す る時期)を 計算す
る と放牧地個体群 では約14.9ヵ 月 ・
採草地個 体群 では約12.2か 月 とな り、
放牧地個体群 の生存期間 がよ り長 い
ことが推測 され た(Fig.4)。 さ らに
2年 問にわたる個体 の生活 史の推移
を10段階に分けてあらわ した(Table3)。
これ によると放牧地 、採草地 とも、
約半数(そ れぞれ41、50%)が1年
目で枯死 し、また1年 目で開花 した
割 合は放牧地、採草地 でそれ ぞれ36、
30%で ある。2年 間にわた ってみ る
と開花率は51、39%で あ り、芽生 え
の半数以上 は開花せず枯死 した こと
が認め られた。 このように放牧地 と















































































































いが、2年 間 にわた る生活 史の推移 は10段 階にわけ ら
れ るほ ど多岐 にわた り、個体 によ り生活 史は異 なるこ
とが明 らか となった。 この差異 の要因 の一つ として個
体 の大 きさが挙 げられ、根 際直径 の小 さい クラ スほ ど
枯死個体 の割 合 が高 い。 これ にたい して開花個体 の割
合 は根際直径 の大 きい クラスほ ど高 く、直径5mm以 上
の個体 は大部分開花 に至 った。(Rg.5)
3.放 牧地 、採草地 、裸地及び林縁における動態 の比較
上述 したよ うに根際直径 が5mm以 上 の大 きな個体 は
翌年 ほ とん ど開花す るに至 る。 しか しなが ら、5mm以
下 の小個体 クラスでは枯死 す る個体 と開花す る個体 の
両者 が存在 し、個体 の大 きさとその動態 との関係 は不
明確 である。 そ こで放牧地 、採草地 、裸地及 び林縁 に
おいて根際直径3mm以 下の個 体 を標識 し、1981年 秋 か
ら1982年 秋 の1年 間 にわた りその動態 について比較検









































各調査地 における生存 曲線 をみ ると
Fig.6)、 林縁個体群 は、個体数 の変化が
最 も少い。 また、裸地個体群 は冬期 間に
おけ る枯死 が最 も多いが、春か ら秋 にか
けては、林縁 と同様 ゆるや かな減少 を示
してい る。 これにたい して放牧地 、採草
地 両個体群 では調査期間 を通 じてほぼ一定
の割 合 で個 体数 は減少 してお り、これは
Fig.4の 傾向 とほぼ一致 した。 また図か、
ら明 らかなよ うに、前2者 に比べて春か
ら秋にかけての減少傾向が著 しく、 これは
採:草や放牧 による人為的なか く乱 による
もの と推定 され た。
冬期 間の枯死率 は林 縁 を除いて裸地率
が高 いほ ど枯死率 が高 く(Table4)、 冬































も高 く以 下、採 草地 、
放 牧地 、林縁 の順であ
った(Table5)。 開花
























































の相 関がある。 それ ゆえエ ゾノギ シギ シの開花現 象は光によ り制限 されてい ると考え られ
る。次に1mgの 葉 が何c㎡の葉に展 開 しているか を表わすSpeclficLeafArea(葉 面積
/葉 重比)を 各調査地個体群 につ いてみ る と(Fg,8)、 特に林縁個体群 にお いてそ の値 が






































































































本研 究は人工草地 におけ る強害草 であ るエ ゾ ノギシギシについて野外個体群 を対 象 と し
て、1980乍 か ら1982年 にかけて調 査及 び実験 を行い、エ ゾノギシギシ個体群の個体数 変化
の様札 及びそ の要因 について解析 した ものであ る。
得 られ た デー タか ら採 草地 にお け るエ ゾノギシギシ個体群 の生命表 を作成 し(Fig.
9)、2年 間の個体数変化にっいて計算 した(Table6)。 それに よると種子 が発芽す る地
表 の状態 によって個体数 の変化 に大 きな差 がみ られた。すなわち種子 が土壌表面 に直接お
ちた場合(onbare)、 その個体数 は、 リター上(onlitter)に おちた場合 の約7倍 ・オー
チ ャー ドグラスの根におおわれた場所(onroot)に お ちた場合 の約65倍 に も達 した。
この よ うに土壌表面が露 出 して いる場合、特 に著 しく個 体数 が増加す る と推察 され ・エ
ゾ ノギ シギシの個体数制御 には裸地化の防止及 び飼旬性の牧草の導入や リター蓄積 の促進



































































































































審 査 結 果 の 要 旨
エ ゾ ノ ギ シ ギ シ(RumexobtusifoliusL)は ヨ ー ロ ッ パ 原 産 の 多 年 生 草 本 で あ り,今 日,世
界各地に分布 して牧草地における最強害草 となっている・本論文嬉本種防除の観点から,雑 草個
体群に備わっている個体数の制御機構を利用 して,作 物の牛育に影響 しない程度の密度に雑草を
管理す る方法を追求するため,野 外におけるエゾノギ シギシ個体群の個体数変化の様相を明 らか
にし,そ の要因について解析を行 った。
著者はまず,本 種の発芽 ・定着にとって,好 適な環境とは牧草地内でどのような場所であるか
を検討した。その結果,裸 地が必要であり,そ の裸地も牧草の リターや根などか存在せず土壌表
面の露出している場所が好適であることを明 らかにした。 また,リ ターによる発芽の抑制は浸出
する化学物質 によるものでなく,吸 水の妨害などによることを実験によって明らかにした。
次に,著 者は発芽 ・定着後の個体群の動態について,放 牧地 と採草地において個体標識により
2年 間追跡調査を行 った。その結果 放牧地と採草地において大きな差異は認められないが,両
者 とも生存曲線は枯死率一定のDeeveyのH型 で近似することができ,halflifeは 放牧地個体
群が採草地個体群 よりやや長いことを推測 した。また,2年 間にわたる生活史の推移は10段階に
わけられるほど多岐にわたり,個 体たよって生活史が異なること,こ の差異の要因の一つとして
個体の大きさ(根 際直径の大きさ)が 挙げられ ることを明らかにした。
さらに,著 者は牧草地における動態を裸地および林縁における動態と比較 した。 その結果,冬
期聞タ)枯死率は裸地が高 く,そ の主な枯死要因は凍上によるものであること,春 か ら秋にかけて
の減少傾向は牧草地が裸地および林縁に比べて顕著であり,こ れは採草 ・放牧などの人為的な撹
乱によるものであ ることを明らかにした。.
著者は得られたデータか ら,採 草地におけるエゾノギシギシ個体群の生命表 を作成 し,2年 間
の個体数変化について計算を行 った。その結果,土 壌表面が露出 している場合,著 しく個体数が
増加することを推定 し,本 種の防除に当って,牧 草地内の裸地の被覆が重要であ ることを指摘し
た。
以上の業績は,エ ゾノギシギシ防除の面から始めての試みであり,雑 草防除に対 し貴重な資料
を提供 したものと認め られ,農 学博士の学位に十分値するものであうと判定 した。
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